
10月1日㈫
地方税共通納税システムが開始

複数の地方公共団体へ、一括して電子納税ができます

従業員100人分の
個人住民税を、それぞれの
市町村に納付したい

９
月
１４
・
２１
日
は
本
庁
舎
と

尾
山
台
・
上
尾
駅
出
張
所
の

業
務
を
休
業

行
政
経
営
課

�
７
７
５
―

３
９
６
３

�
７
７
６
―

８
８
７
３

市
民
課

�
７
７
５
―

５
１
２
８

�
７
７
５
―

９
８
２
７

市
役
所
本
庁
舎
１
階
・
２
階（
市
民
税

課
、
納
税
課
、
障
害
福
祉
課
、
高
齢
介
護

課
に
限
る
）・
５
階（
子
ど
も
支
援
課
、
保

育
課
に
限
る
）の
窓
口
、
尾
山
台
・
上
尾

駅
出
張
所
は
、
土
曜
日
も
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
９
月
１４
日
㈯
・
２１
日
㈯
は
本

庁
舎
の
外
壁
タ
イ
ル
落
下
防
止
・
防
水
な

ど
の
工
事
の
た
め
、
業
務
を
休
み
ま
す
。

市
議
会
第
１
回
臨
時
会

百
条
委
員
会
の
設
置
を
可
決

総
務
課

�
７
７
５
―

４
９
６
３

�
７
７
５
―

９
８
１
９

令
和
元
年
第
１
回
臨
時
会
が
、
８
月
９

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
議
会
で
は
、

地
方
自
治
法
第
１００
条
の
権
限
を
委
任
さ
れ

た「
小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ
ッ
ク
擁

壁
撤
去
・
新
設
工
事
の
経
緯
に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会
」の
設
置
に
つ
い
て
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
舎
第
三
別
館

外
壁
改
修
工
事

総
務
課

�
７
７
５
―

５
１
１
４

�
７
７
５
―

９
８
１
９

本
庁
舎
第
三
別
館
の
外
壁
改
修
工
事
な

ど
を
、
令
和
２
年
３
月
ま
で
実
施
予
定
で

す
。
工
事
期
間
中
は
、
足
場
の
設
置
や
工

事
の
音
な
ど
で
、
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１０
月
１
日

上
平
広
場
の
利
用
を
開
始

図
書
館

�
７
７
３
―

８
５
２
１

�
７
７
６
―

７
３
３
０

１０
月
１
日
㈫
か
ら
、
上
平
地
区
複
合
施

設
の
建
設
が
始
ま
る
ま
で
、
上
平
広
場
の

利
用
が
で
き
ま
す
。
上
平
広
場
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
が
で
き
る
多
目
的

広
場
で
す
。
※
団
体
利
用
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
【
利
用
時
間
】９
〜
１７

時

�
上
平
地
区
複
合
施
設
建
設
予
定
地

（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
【
休
場
日
】１２
月
２９
日

〜
１
月
３
日
【
施
設
概
要
】敷
地
面
積
／

約
０.７
㌶
、
主
要
施
設
／
多
目
的
広
場
、
駐

車
場
５９
台
、
ト
イ
レ
、
水
飲
み
場
、
ベ
ン

チ

�
団
体
利
用
す
る
日
の
前
月
の
１
日

（
㈯
㈰
㈷
の
場
合
は
翌
営
業
日
）か
ら
、
直

接
、
上
平
公
園
管
理
事
務
所（
�
７７６
―

８
９

８
６
）へ

※
１０
月
分
の
申
し
込
み
は
９

月
２
日
㈪
８
時
３０
分
か
ら
で
す
。

市
内
循
環
バ
ス�
ぐ
る
っ
と
く
ん
�の

戸
崎
公
園
へ
の
乗
り
入
れ
開
始
と

バ
ス
停
の
名
称
変
更

交
通
防
犯
課

�
７
７
５
―

５
１
３
８

�
７
７
５
―

９
９
２
７

戸
崎
公
園
の
開
園
に
伴
い
、
９
月
１
日

㈰
か
ら
、
市
内
循
環
バ
ス�
ぐ
る
っ
と
く

ん
�の「
大
谷
循
環
日
産
先
回
り
」と「
戸
崎

先
回
り（
戸
崎
経
由
）」を
同
公
園
に
乗
り

入
れ
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
移

転
に
伴
い
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

バ
ス
停
の
名
称
を「
南
中
学
校
西
」に
変
更

し
ま
す
。

新
し
い
時
刻
表
や
ル
ー
ト
図
は
市
役

所
、
各
支
所
・
出
張
所
な
ど
で
９
月
１
日

か
ら
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。１０

月
か
ら
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度
が
開
始

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６
５
２
―

３
３
９
９

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
―

０５
―

１
１
６
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
以

下
の
年
金
受
給
者
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
【
請
求
方

法
】給
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
請
求

地方税共通納税システム（eLTAX）とは、職場のパソコ
ンから全ての都道府県・市区町村に電子納税できる仕組み
です。これにより、ダイレクト納付（事前に登録した金融
機関口座から直接、税金を納付）ができるので、ぜひご利
用ください（下図参照）。【取扱税目】法人市町村民税、個
人住民税（特別徴収分、退職所得分）

エルタックス

eLTAXヘルプデスク �０５７０―０８１４５９
（〈㈯㈰㈷・年末年始を除く〉９～１７時）

eLTAXホームページ（�http : //www.eltax.jp/）
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プレミアム付商品券を発行

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
す
で
に
年
金
を

受
給
し
、
左
記
の
要
件
に
該
当
し
て
い
る

人
に
は
、
９
月
中
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

請
求
書（
は
が
き
形
式
）が
送
付
さ
れ
ま

す
。
平
成
３１
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を

受
給
す
る
人
は
、
年
金
の
請
求
時
に
合
わ

せ
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
大
宮
年
金
事

務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

�
次

の
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
６５
歳

以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

②
同
一
世
帯
の
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税

③
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得

額
の
合
計
が
８７
万
９
、３
０
０
円
以
下

【
給
付
額
】月
額
５
千
円
を
基
準
額
と
し
て

保
険
料
納
付
済
期
間
な
ど
に
よ
っ
て
算
出

し
た
額

●
障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
・
遺
族

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

�
障
害
基
礎

年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
て
、
前
年
の
所
得
額
が
４６２
万
１
千
円
以

下
の
人
【
給
付
額
】障
害
等
級
２
級
の
人

や
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
／
月
額
５
千

円
、
障
害
等
級
１
級
の
人
／
月
額
６
、２

５
０
円

原
付
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

盗
難
に
ご
注
意
を

上
尾
警
察
署

�
・
�
７
７
３
―

０
１
１
０

上
尾
警
察
署
管
内
で
、
原
動
機
付
自
転

車
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
盗
難
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
特

に
集
合
住
宅
敷
地
内
で
の
被
害
や
、
ご
当

地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
被
害
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
防
止
に
は
、
一
般

的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
で
外
す
こ
と
が
困
難
な

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗
難
防
止
ネ
ジ
の
装

着
が
有
効
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

緑
の
募
金（
家
庭
募
金
）に

ご
協
力
を

み
ど
り
公
園
課

�
７
７
５
―

８
１
２
９

�
７
７
５
―

９
９
０
６

緑
化
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
、
快

適
で
住
み
良
い
緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
の

た
め
に
、
緑
の
募
金（
家
庭
募
金
）を
実
施

し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金

は
、
募
金
総
額
の
５０
㌫
を
上
尾
市
み
ど
り

の
基
金
に
繰
り
入
れ
し
、
市
内
緑
化
の
推

進
や
緑
化
保
全
事
業
の
資
金
と
し
て
活
用

し
ま
す
。
【
募
金
期
間
】９
月
１
日
㈰
〜

１０
月
３１
日
㈭
【
募
金
方
法
】事
務
区
の
協

力
の
下
、
各
家
庭
に
依
頼
【
実
施
主
体
】

県
緑
化
推
進
委
員
会（
�
８２４
―

５
９
７
８
）

「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」な
ど

か
ら
の
架
空
請
求
に
ご
注
意
を

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
７
７
５
―

０
８
０
０

�
７
７
６
―

４
６
０
０

「
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」や「
民
事

紛
争
相
談
セ
ン
タ
ー
」「
地
方
裁
判
所
管

理
局
」な
ど
を
名
乗
り
、
未
納
料
金
が
あ

る
と
思
わ
せ
、「
裁
判
所
に
訴
訟
申
し
入

れ
」や「
給
与
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
」な

ど
の
強
い
言
葉
で
脅
し
て
、
不
安
を
あ
お

る
よ
う
な
は
が
き
が
多
数
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。

通
常
、
裁
判
所
か
ら
の
通
知
は
、
は
が

き
で
は
な
く「
特
別
送
達
」と
記
載
さ
れ
た

裁
判
所
名
入
り
の
封
書
で
名
宛
人
に
手
渡

し
さ
れ
ま
す
。
架
空
請
求
と
思
わ
れ
る
場

合
は
、
差
出
人
に
電
話
を
せ
ず
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は「
１８８（
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）」に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消費税率引上げによる影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支え
するため、プレミアム付商品券を発行します。 �次の①②のいずれかの人①平成３１
年度住民税非課税者（住民税課税者と生計同一の配偶者・扶養親族、生活保護被保護
者などを除く） ※購入を希望する人は、市から郵送する申請書に必要事項を記入し
て、同封の返信用封筒で提出してください。 ②平成２８年４月２日～令和元年９月３０日ま
でに生まれた子が属する世帯の世帯主 ※申請書の提出は必要ありません。【商品券
の引き換え】�・�下表のとおり �１冊４，０００円（額面５，０００円・５００円券１０枚綴り）
※１人当たり５冊（子育て世帯は、対象の子ども１人当たり５冊）までです。 �購入引換
券（市から郵送するもの）、現金、本人確認ができる物（自動車運転免許証など）
【商品券利用期間】１０月１日㈫～令和２年３月３１日㈫ ※詳しくは、商品券専用コールセ
ンターに問い合わせてください。

ところ

市役所１階１０１会議室・各支所

市内各郵便局の郵便窓口

市役所１階１０１会議室

市役所５階プレミアム付商品券対策室

と き
９／２８㈯・９／２９㈰ ９：００～１７：００
※各支所では、１０：００～１６：００で販売します。
９／３０㈪～令和２年２／２８㈮ ９：００～１７：００
（㈯㈰㈷を除く）
９／３０～１０／４㈮ ９：００～１７：００
１０／７㈪～令和２年２／２８ ９：００～１７：００
（㈯㈰㈷・年末年始を除く）

プレミアム付商品券対策室 �７７５―３５４８
商品券専用コールセンター �７７５―２２９４
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申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」　　  問い合わせ　



通知を希望する本人 証明書などを請求する第三者

上　尾　市

【制度の流れ】

①事前登録 ②交付請求④交付された
　ことを通知

③審査の上、
　交付

ア
ッ
ピ
ー

9月28日㈯開催

2m

従来の道路幅員
（1.8m以上4m未満）

自己用
住宅

後退用地

道路中心線

従来の道路幅員
（1.8m以上4m未満）

2m
自己用
住宅

男
女
共
同
参
画
市
民
意
識
調
査
に

ご
協
力
を

人
権
男
女
共
同
参
画
課

�
７
７
８
―

５
１
１
１

�
７
７
８
―

５
１
１
２

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
識
や
要
望
な
ど
を
伺
い
、
市
の
現

状
や
課
題
を
把
握
し
て
、
今
後
の
施
策
決

定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
市
民
意
識

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
人

に
は
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
�
市
内
に
在
住
の
満
１８
歳
以
上
の

男
女
２
千
人
を
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作

為
抽
出
【
実
施
期
間
】９
月
１８
日
㈬
〜
１０

月
１０
日
㈭

道
路
後
退
用
地
の
寄
附
に

ご
協
力
を

道
路
課

�
７
７
５
―

８
５
９
７

�
７
７
５
―

９
９
０
６

狭
い
道
路
の
解
消
を
進
め
、
生
活
環
境

を
向
上
さ
せ
る
た
め「
上
尾
市
道
路
後
退

用
地
整
備
要
綱
」に
よ
り
、
道
路
後
退
用

地
の
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
後
退

用
地
の
所
有
権
移
転
登
記
は
市
が
行
い
、

原
則
と
し
て
登
記
完
了
か
ら
１
年
以
内
に

既
存
道
路
部
分
と
同
程
度
の
道
路
整
備
を

し
ま
す
。

●
４
㍍
未
満
の
市
道
に
適
用

道
路
幅
員

が
１.８
㍍
以
上
４
㍍
未
満
の
市
道
に
接
す
る

敷
地
に
、
自
己
用
住
宅
を
建
て
る
場
合
に

こ
の
要
綱
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
手
続
き

後
退
用
地
の
分
筆
登
記
が
完

了
し
た
後
、
申
込
書（
道
路
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類

を
用
意
し
て
直
接
、
道
路
課
へ

●
分
筆
報
償
金
制
度

市
街
化
区
域
内

で
、
個
人
が
新
築
・
建
て
替
え
を
行
う
際

に
、
分
筆
し
て
寄
附
す
る
場
合
、
１８
万
円

を
限
度
額
に
分
筆
費
用
の
一
部
を
報
償
金

と
し
て
交
付
す
る
制
度
で
す
。
交
付
に
は

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
道
路

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

１０月１日はアッピーの誕生日です。みん
なでアリオ上尾に集まってアッピーをお祝
いしませんか。当日は、まゆみちゃんやあ
ゆみの他、アリオのキャラクター（アリと
リオ）も一緒に登場します。 �①１１時～②
１３時３０分～ �アリオ上尾（壱丁目３６７）

広報広聴課 �７７５―４９１８・�７７６―８８７３

本人通知制度～不正取得を防止するために～
市民課 �７７５―５１２８・�７７５―９８２７

住民票の写しや戸籍謄本などを代理人や第三者に交付し
た場合、事前に登録している人に交付年月日、種類、交付
通数、交付請求者の種別を郵送でお知らせしています。登
録をすることで、身元調査などの人権侵害や委任状の偽
造・不正取得の抑止につながります。 �住民基本台帳に
登録されているか、戸籍に記載されている人 �申請書（市
民課、各支所・出張所にある。市ホームページからダウン
ロードも可）に必要事項を記入し、自動車運転免許証やパ
スポートなど本人確認ができる物を用意して直接、市民課
（〒３６２―８５０１本町３―１―１）または各支所・出張所へ ※郵送
（市民課に限る）の場合は、本人確認ができる物の写しを同
封してください。
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市は、㈱セブン－イレブン・ジャパンと協定を
締結し、市内のセブン－イレブン３１店舗に「自動
体外式除細動器（AED）」を設置していただきまし
た。これにより、市内でいつでも利用可能なAED
が１９台から５０台に増加。これらを含め、市内には
現在、学校や公共施設などに計５２６台のAEDが設
置されています。
「AEDの使い方や、どこに設置されているか分
からない」という方もいらっしゃるかと思います。
使い方や設置場所は、市ホームページに掲載して

ウ ェ ブ

います。「応急手当Web講習」で、適切な応急手
当を学ぶことができます。ぜひご覧いただき、「も
しも」の時に備えていただければと思います。

私も過去にAEDの講習を受けさせていただき
ました。初めての使用に戸惑いましたが、電源を
入れると使用手順についてのアナウンスが自動で
流れ、指示に従って使用することができます。
突然起こりうる心停止から命を救うためには、
一刻も早い除細動（電気ショック）が必要です。心
臓が停止してから除細動まで１分遅れるごとに、救
命効果は７～１０㌫下がるといわれています。
いざという時に、自信をもって使用できるよう、
講習会の実施と、さらなるAEDの普及啓発の強
化をしていきたいと思います。

�１０月１９日㈯第１部／１０時２０分～５０分、第２部／１１時～
１１時３０分（受け付け／９時～） �上平公園 �犬のし
つけ方教室 �次の①②の全てに該当する人と飼い犬
①狂犬病予防法に基づく飼い犬の登録・注射が済んで
いる②犬１頭に対して制御できる飼い主（中学生以上）
が原則１人以上参加できる �上尾市・伊奈町に在住

の人／１組５００円、他市町村に在住の人／１組１，０００円
�各４０組（応募者多数の場合は抽選） �９月２０日㈮ま
でに直接、生活環境課へ ※当日は、犬のしつけ方教
室の他、犬の譲渡会、ドッグダンスショー、ゲームコー
ナー、記念撮影コーナーなども開催します。

電話
７０８―１５８４
７８６―４３６８
７２６―００９０
７７１―８０２２
７８１―２２５７
７７７―２５５５
７７１―６４３７
７８１―５５７７
７７１―０１１１

住所
愛宕３―９―２５
中分５―２３０
小泉３７７―９７
平塚２０１３―３
今泉２６４―２
二ツ宮９５６―５
柏座２―３―１０
向山１―６０―３６
上町１―９―３

動物病院
愛宕山動物病院
石井どうぶつ病院
井上動物病院
かない動物病院
かわぐちペットクリニック
かんだ動物病院
動物病院くまごろう
藤倉獣医科医院
政木どうぶつ病院

県AEDマップ

生活環境課
�７７５―６９４０
�７７５―９８７２

上尾伊奈獣医師協会所属動物病院（５０音順）

応急手当の方法や講
習会に関するホーム
ページ

～犬のしつけ方教室参加者募集～

愛犬との快適な暮らしのために

AED（写真白丸）到着までの心臓マッサージ
は１００～１２０回／分のテンポです

あ い けん

ＡＩ♡犬フェスティバル

飼い犬の登録と狂犬病予防注射
生後３カ月（９１日）以上の犬は、狂犬病予防法により

登録（初年度）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務付け
られています。４月の集合狂犬病予防注射を受けてい
ない場合は、動物病院で予防注射を受けて、生活環境
課で所定の手続きをしてください。また、右表の動物

かんさつ

病院では狂犬病予防注射、新規登録、鑑札・狂犬病予防
注射済票の交付手続きを同時に行うことができます。
■転入・変更の届け出
犬の死亡や飼い主の住所変更、市外から犬を連れて

転入した場合は、生活環境課へ届け出をしてください。
※転入の届け出には、前住所で発行された鑑札または
登録を証明する物が必要です。

心停止から命を救うために
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 いきいきクラブに参加しませんか
　いきいきクラブは、おおむね60歳以上の人が入会できます。事
務区を単位に88のクラブがあり、会員は約5,300人です。スポー
ツ・趣味・ボランティアなどの活動を通して、各会員が自主的に
活動しています。入会の申し込みや各クラブの情報など、詳しく
は各地区のいきいきクラブまたは高齢介護課へ問い合わせてくだ
さい。市ホームページにいきいきクラブについての情報や、『い
きいき連だより』も掲載していますので、併せてご覧ください。

新しい仲間づくり
地域での仲間づくりができ

ます。小学生との世代交流な
どの機会もあり、生活の幅

が広がります。

健康の保持・増進
スポーツ大会や健康体操な
どに参加して、健康の保

持・増進が図れます。

自己能力の発揮
芸能大会、展示会、手芸

教室などを通して、これまで
の生活、仕事、趣味などの知
識や経験を生かす機会が増

え、自己能力の発揮につ
ながります。

社会活動への
参画と貢献

施設訪問、募金活動などのボ
ランティアを通して社会参

画・貢献ができます。

心の安らぎと充実感
　仲間ができ、孤独感や閉じこ

もりがなくなり、心の安らぎと充
実感が得られます。また情報交換

の場ができ、悩み事や心配事
の解決につながります。

高齢介護課　  775̶5124・  776̶8872

 市内最高齢者・100歳高齢者に祝い品を贈呈
次の①②に該当する人①市内最高齢者(男女各
1人)②平成31年度内に100歳を迎える(大正8年4月
1日～大正9年3月31日生まれ)　※事前に電話の上、
老人の日(9月15日)の前後1～2週間に高齢介護課職
員が自宅や施設を訪問し、記念品を贈呈します。

 敬老祝金の贈呈
【贈呈額】75歳／5,000円、77歳／10,000円、88
歳／20,000円、99歳／30,000円、100歳以上／
50,000円　※9月中旬以降に民生委員が届けま
す｡　 8月31日現在、市内に引き続き1年以上住
民登録がある75・77・88・99歳、100歳以上の人

 ぐるっとくん敬老月間事業
①ぐるっとくんの無料乗車　9月は敬老月間として、市内循環バス“ぐるっとくん”の無料乗車ができます。
②市内の日帰り温泉施設の利用割引など　高齢者の健康増進・介護予防を推進するため、市内の日帰り温泉
施設の協力を得て、利用の際、優待が受けられます｡　※詳しくは各施設に問い合わせてください。

●①②共通　 9月1日㈰～30日
㈪　 市内に在住の65歳以上(昭和
29年9月30日以前生まれ)の人　※極
楽湯上尾店だけ、60歳以上(昭和34
年9月30日以前生まれ)の人です。
【利用方法】①は降車時、②は入館
時に本人の氏名・住所・生年月日が
確認できる物を提示

●極楽湯上尾店(  779‒2641)

　上平菅谷北上尾線・原市平塚循環｢天然温泉極楽湯前｣下車

●天然温泉花咲の湯(  723‒3726)

　原市瓦葺線｢四番耕地｣または原市平塚循環｢原市駅｣下車

●健康プラザわくわくランド(  783‒1126)

　平方小敷谷循環・平方丸山公園線｢わくわくランド｣下車

9月は敬老月間です

N上平中
東中 上尾消防署

上尾市役所上尾警察署

中央小
図書館

GS

芝川小
久保 緑丘

本町５丁目主
要
地
方
道
上
尾
久
喜
線

国道17号

旧中山道

上平支所・
上平公民館

上平小

埼玉県中央
青果市場

←桶川

JR高崎線

上平公園上平地区複合施設
建設予定地
上平広場

北上尾
駅

上尾
駅

大宮→

文化
センター東小

児童館
アッピーランド

上平地区複合施設の整備に向けて
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

上平地区複合施設とは
新図書館複合施設整備事業の見直しに伴

い、上平地区の土地（右図参照）に新たに建設
することとなった施設（以下、上平地区複合
施設とする）です。上平地区複合施設の整備
に関する基本的事項は、「上尾市上平地区複
合施設検討委員会」で審議していきます。
この予定地は、上平地区複合施設の建設が

始まるまでの間は、上平広場として活用しま
す。詳しくは、４ページをご覧ください。

上尾市上平地区複合施設検討委員会を設立
７月１９日に「第１回上尾市上平地区複合施設検討委員会」を開催し、今後の検討内容などについて審議
しました。今後、検討委員会では大きく下記の２点について審議を進めていきます。
①施設の機能に関すること（複合化する施設の機能、サービスの検討）
②施設の基本構想に関すること（基本構想の作成）
複合化する施設の候補は、施設の必要性、建設・維持管理にかかる費用の妥当性や地域の特性など

を検討しながら絞り込みます。

市民アンケートの結果を公表
上尾市上平地区複合施設検討委員会での審議に当たっ

ては、市民の皆さんのご意見を伺いながら進めていきま
す。そこで上平地区複合施設に関する市民アンケートを
実施し、このたび、調査結果がまとまりまし
たのでお知らせします。なお、調査結果は、
市ホームページをご覧ください。

条例上の区分

識見を
有する者

広く市政に
関し知識又は
経験を有する

市民

肩 書

高崎経済大学地域政策学部地域政策学科教授

芝浦工業大学建築学部建築学科教授

埼玉大学大学院理工学研究科准教授
テ コ
teco㈱代表取締役

市区長会連合会会長

上平地区区長会副会長

市都市計画審議会委員（弁護士）

市子ども・子育て会議委員（NPO法人彩の子ネットワーク理事）

氏 名

佐藤 徹

志村 秀明

深堀 清隆
こん の
金野 千恵

髙橋 正一

小川 厚則

山下三佐子

鈴木 玲子

◎

○

【調査の概要】
・調査地域：市内全域
・調査対象者：市内に在住の満１８歳以上の男女
３，０００人を、住民基本台帳から抽出
・調査時期：令和元年５月
・調査方法：郵送による配布と回収
・回収状況：有効回収数９０１票（回収率３０㌫）

第１回検討委員会の様子

施設課 �７７５―５１１５・�７７５―９８１９

※上記８人の他に、今後開催するワークショップ参加者の中から２人選出予定です。

【同委員会委員】（敬称略・◎は委員長、○は副委員長）
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どに参加して、健康の保
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心の安らぎと充実感
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の場ができ、悩み事や心配事
の解決につながります。

高齢介護課　  775̶5124・  776̶8872

 市内最高齢者・100歳高齢者に祝い品を贈呈
次の①②に該当する人①市内最高齢者(男女各
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老人の日(9月15日)の前後1～2週間に高齢介護課職
員が自宅や施設を訪問し、記念品を贈呈します。

 敬老祝金の贈呈
【贈呈額】75歳／5,000円、77歳／10,000円、88
歳／20,000円、99歳／30,000円、100歳以上／
50,000円　※9月中旬以降に民生委員が届けま
す｡　 8月31日現在、市内に引き続き1年以上住
民登録がある75・77・88・99歳、100歳以上の人

 ぐるっとくん敬老月間事業
①ぐるっとくんの無料乗車　9月は敬老月間として、市内循環バス“ぐるっとくん”の無料乗車ができます。
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施設の協力を得て、利用の際、優待が受けられます｡　※詳しくは各施設に問い合わせてください。

●①②共通　 9月1日㈰～30日
㈪　 市内に在住の65歳以上(昭和
29年9月30日以前生まれ)の人　※極
楽湯上尾店だけ、60歳以上(昭和34
年9月30日以前生まれ)の人です。
【利用方法】①は降車時、②は入館
時に本人の氏名・住所・生年月日が
確認できる物を提示

●極楽湯上尾店(  779‒2641)

　上平菅谷北上尾線・原市平塚循環｢天然温泉極楽湯前｣下車

●天然温泉花咲の湯(  723‒3726)

　原市瓦葺線｢四番耕地｣または原市平塚循環｢原市駅｣下車

●健康プラザわくわくランド(  783‒1126)

　平方小敷谷循環・平方丸山公園線｢わくわくランド｣下車

9月は敬老月間です

N上平中
東中 上尾消防署

上尾市役所上尾警察署

中央小
図書館

GS

芝川小
久保 緑丘

本町５丁目主
要
地
方
道
上
尾
久
喜
線

国道17号

旧中山道

上平支所・
上平公民館

上平小

埼玉県中央
青果市場

←桶川

JR高崎線

上平公園上平地区複合施設
建設予定地
上平広場

北上尾
駅

上尾
駅

大宮→

文化
センター東小

児童館
アッピーランド

上平地区複合施設の整備に向けて
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

上平地区複合施設とは
新図書館複合施設整備事業の見直しに伴

い、上平地区の土地（右図参照）に新たに建設
することとなった施設（以下、上平地区複合
施設とする）です。上平地区複合施設の整備
に関する基本的事項は、「上尾市上平地区複
合施設検討委員会」で審議していきます。
この予定地は、上平地区複合施設の建設が

始まるまでの間は、上平広場として活用しま
す。詳しくは、４ページをご覧ください。

上尾市上平地区複合施設検討委員会を設立
７月１９日に「第１回上尾市上平地区複合施設検討委員会」を開催し、今後の検討内容などについて審議
しました。今後、検討委員会では大きく下記の２点について審議を進めていきます。
①施設の機能に関すること（複合化する施設の機能、サービスの検討）
②施設の基本構想に関すること（基本構想の作成）
複合化する施設の候補は、施設の必要性、建設・維持管理にかかる費用の妥当性や地域の特性など

を検討しながら絞り込みます。

市民アンケートの結果を公表
上尾市上平地区複合施設検討委員会での審議に当たっ

ては、市民の皆さんのご意見を伺いながら進めていきま
す。そこで上平地区複合施設に関する市民アンケートを
実施し、このたび、調査結果がまとまりまし
たのでお知らせします。なお、調査結果は、
市ホームページをご覧ください。

条例上の区分

識見を
有する者

広く市政に
関し知識又は
経験を有する

市民

肩 書

高崎経済大学地域政策学部地域政策学科教授

芝浦工業大学建築学部建築学科教授

埼玉大学大学院理工学研究科准教授
テ コ
teco㈱代表取締役

市区長会連合会会長

上平地区区長会副会長

市都市計画審議会委員（弁護士）

市子ども・子育て会議委員（NPO法人彩の子ネットワーク理事）

氏 名

佐藤 徹

志村 秀明

深堀 清隆
こん の
金野 千恵

髙橋 正一

小川 厚則

山下三佐子

鈴木 玲子

◎

○

【調査の概要】
・調査地域：市内全域
・調査対象者：市内に在住の満１８歳以上の男女
３，０００人を、住民基本台帳から抽出
・調査時期：令和元年５月
・調査方法：郵送による配布と回収
・回収状況：有効回収数９０１票（回収率３０㌫）

第１回検討委員会の様子

施設課 �７７５―５１１５・�７７５―９８１９

※上記８人の他に、今後開催するワークショップ参加者の中から２人選出予定です。

【同委員会委員】（敬称略・◎は委員長、○は副委員長）
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上尾駅

川
桶

宮
大→

→

鴨川

市民
体育館

今泉小

J
R
高崎線

児童館
こどもの城

大型ショッピング
センター

幼稚園
西上尾第一
団地

西小

保留地番号
⑦

保留地番号
⑧⑨

大谷北部第二
土地区画整理
組合事務所

保留地番号
①～⑥

十連寺

西中

藤波のささら獅子舞
市指定無形民俗文化財 児

童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

子
ど
も
支
援
課

�
７
７
５
―

５
１
２
０

�
７
７
４
―

５
３
４
２

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎

年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
６
月
１
日
時
点
の
状
況
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

整
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
子
ど
も
支
援
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
子
ど
も

支
援
課
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
に
申
し

出
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
と
添
付

書
類
に
不
備
が
な
い
場
合
は
、
１０
月
定
期

支
給
後
に
支
払
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）

へ
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た

専
業
主
婦
・
主
夫
の
皆
さ
ん
へ

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６
５
２
―

３
３
９
９

国
民
年
金
制
度
は
原
則
と
し
て
、
２０
〜

６０
歳
の
全
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、会
社
員
や
公
務
員（
第

２
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者（
第
３
号
被
保
険
者
）は
、
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
配
偶
者
の
退
職
や
本
人
の
収

入
増
、
離
婚
な
ど
の
理
由
で
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
る
場
合
は
、
国
民
年
金
の
届

け
出
を
行
い
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
が
２
年
以
上

遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る「
未
納
期

間
」に
つ
い
て
は
、
手
続
き
を
行
え
ば「
受

給
資
格
期
間
」に
算
入
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
宮
年
金
事

務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「藤波のささら獅子舞」は、江戸時代から伝承されている
おう じ し なか じ し

民俗芸能です。男の獅子２匹（雄獅子・中獅子）・女の獅子
１匹と先導・道化役の猿若の４人一組で演じられる獅子舞で
す。クライマックスでは、隠れてしまった女の獅子を２匹

めえ じ し

の男の獅子が争いながら見つける「雌獅子隠し」が演じられ
ます。前夜祭にもお越しください。
�１０月６日㈰①１４時～②１５時～③１７時～④１９時３０分～（４回
上演、雨天決行） ※前夜祭は１０月５日㈯の１７時から天神社
で行われ、市指定無形民俗文化財「藤波の餅つき踊り」が披
露されます。 �①密厳院（藤波二
丁目）②～④天神社（藤波一丁目）
【交通】JR上尾駅西口から“ぐるっ
とくん”で「藤波公民館」バス停下
車 ※経由しない便がありますの
で注意してください。 ※車の人
は、カオル幼稚園が臨時駐車場と
なります。

価額（円）
１９，９６３，０９０
１６，８６１，５９０
１６，３３３，２８０
１７，１０９，９００
１８，３８７，８４０
１８，３７０，７６０
１８，５５３，９８０
１６，４２８，１６０
１７，３４６，２４０

単価（円／㎡）
１３１，０００
１２９，０００
１２４，０００
１３５，０００
１２２，０００
１２２，０００
１０９，０００
１３３，０００
１４４，０００

面積（㎡）
１５２．３９
１３０．７１
１３１．７２
１２６．７４
１５０．７２
１５０．５８
１７０．２２
１２３．５２
１２０．４６

№
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
※市ホームページにも詳細を掲載しています。
※詳しくは区画整理組合に問い合わせてください。

生涯学習課 �７７５―９４９６
�７７６―２２５０

昨年の藤波のささら獅子舞

【保留地公売一覧】

右表の保留地を抽選で
公売します。保留地公売
案内書は、大谷北部第二
土地区画整理組合事務所
と市街地整備課で配布し
ています。保留地は購入
後、直ちに使用できます。
詳しくは、問い合わせて
ください。【抽選申し込
み】９月２４日㈫～１０月３日
㈭１０～１６時 ※㈯㈰も受
け付けます。 �大谷北
部第二土地区画整理組合
事務所（今泉１９―１） �
個人 【抽選会】１０月６日
㈰１０時～

大谷北部第二土地区画整理組合
�７８１―８２１１・�７８１―８３７０

保留地公売
全９区画

藤波のささら獅子舞をチェック

返済方法（割賦）

３カ月ごとの
１７回

３カ月ごとの
１３回

３カ月ごとの
１７回

貸付額

２０万円

３０万円

５０万円

区分

国公立

私 立

国公立

私 立

高校・高専・
専修学校
（高等課程）

大学・短大・
専修学校
（専門課程）

※いずれも６カ月据え置き後に返済開始です（無利
子）。

【表１】

上限所得の目安

６００万円程度

７７０万円程度

５５０万円程度

７４０万円程度

世帯構成

両親と中学生（対象）の
３人世帯

両親と中学生（対象）、
小学生の４人世帯

両親と高校生（対象）の
３人世帯

両親と高校生（対象）、
中学生の４人世帯

対象

高校
入学

大学
入学

※世帯の所得状況などを審査し、予算の範囲内で貸し
付けます（所得は税法上の総所得金額）。

【表２】

入
学
準
備
金
の
貸
し
付
け

（
１０
月
申
請
）

教
育
総
務
課

�
７
７
５
―

９
４
６
９

�
７
７
６
―

２
２
５
０

高
校（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）や
高
等

専
門
学
校（
高
専
）、
専
修
学
校（
一
般
課

程
を
除
く
）、
大
学
、
短
大
に
入
学
す
る

人
の
保
護
者
に
入
学
準
備
金
を
貸
し
付
け

ま
す
。
※
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て

い
な
い
各
種
学
校
は
対
象
外
で
す
。
�

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
市

内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
②
来
年
度
に
高
校
や
高
専
、
専
修

学
校
、
大
学
、
短
大
へ
の
入
学
が
確
実
な

人
の
保
護
者
で
あ
る
③
入
学
準
備
金
の
調

達
が
困
難
で
あ
る
④
連
帯
保
証
人
が
い
る

【
貸
付
額
】表
１
の
と
お
り
【
世
帯
の
上

限
所
得
の
目
安
】表
２
の
と
お
り

�
申

請
書
と
推
薦
書（
教
育
総
務
課
に
あ
る
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
住
民
票（
申
請

者
の
世
帯
全
員
、
本
籍
と
続
柄
が
記
載
さ

れ
た
物〈
写
し
可
〉）と
、
連
帯
保
証
人
が

市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
人
の
場
合
は
、

連
帯
保
証
人
の
収
入
状
況
を
証
す
る
書
類

（
所
得
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）と
住

民
票（
個
人
、
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
物〈
写

し
可
〉）を
用
意
し
て
、
１０
月
４
日
㈮
〜
２１

日
㈪（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）に
直
接
、
教
育
総

務
課
へ

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
貸
し
付

け
と
な
り
ま
す
。
※
一
般
入
試
に
よ
る

入
学
を
予
定
し
て
い
る
学
生
の
保
護
者
に

対
し
て
は
、
１
月
に
申
請
期
間
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
１
月
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
の
援
助

学
務
課

�
７
７
５
―

９
６
０
４

�
７
７
５
―

５
６
３
３

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
子
ど
も

の
学
用
品
費
の
一
部
や
給
食
費
な
ど
を
援

助
し
て
い
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
年
度

途
中
で
転
入
し
た
人
や
、
世
帯
状
況
が
変

わ
り
、
援
助
が
必
要
に
な
っ
た
人
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
【
必
要
書
類
】保
護
者

名
義
の
振
込
口
座
の
分
か
る
物
、
賃
貸
住

宅
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
賃
貸
借
契
約
書

の
写
し
、
平
成
３１
年
１
月
２
日
以
降
に
上

尾
市
に
転
入
し
た
保
護
者
は
平
成
３１
年
度

（
令
和
元
年
度
）所
得
証
明
書
な
ど

�
①

市
内
小
・
中
学
校
在
籍
者
の
保
護
者
／
申

請
書（
各
市
立
小
・
中
学
校
、
学
務
課
に

あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必

要
書
類
を
用
意
し
て
、
通
学
し
て
い
る

小
・
中
学
校
ま
た
は
学
務
課
へ

②
国
・

県
立
小
・
中
学
校
在
籍
者
の
保
護
者
／
申

請
書（
学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
用
意
し
て
、

㈪
〜
㈮（
㈷
を
除
く
）に
直
接
、
学
務
課
へ

令和２年４月に小学校へ入学予定の子どもを対象に、就学時健康診断
を行います。 �・�下表のとおり ※詳しくは、１０月上旬に郵送さ
れる「就学時健康診断のお知らせ」のはがきをご覧ください。【書類受
領】郵送されたはがきを持参して、１０月１１日㈮～１８日㈮（㈯㈰㈷を除く）
に、指定された小学校へ

実施日時
１３：００
１３：２０
１４：００
１３：１５
１３：３０
１３：３０
１３：１５
１３：１５
１３：２０
１３：１５
１３：３０

㈮
㈮
㈮
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈬
㈮
㈮

１０／２５
１０／２５
１０／２５
１０／２８
１０／２９
１０／３０
１０／３１
１１／１
１１／６
１１／８
１１／８

学校名
大石小学校
富士見小学校
上尾小学校
原市小学校
東町小学校
瓦葺小学校
東小学校
大石北小学校
上平小学校
大谷小学校
芝川小学校

実施日時
１３：３０
１３：００
１３：１５
１３：３０
１３：００
１３：１０
１３：２０
１３：３０
１３：００
１３：００
１３：２０

㈪
㈬
㈮
㈪
㈫
㈭
㈪
㈪
㈬
㈭
㈮

１１／１１
１１／１３
１１／１５
１１／１８
１１／１９
１１／２１
１１／２５
１１／２５
１１／２７
１１／２８
１１／２９

学校名
上平北小学校
平方小学校
尾山台小学校
平方北小学校
今泉小学校
大石南小学校
鴨川小学校
中央小学校
原市南小学校
西小学校
平方東小学校

※健診開始前に受け付けを行います。受付時間は、書類受領時にお知らせします。

学校保健課 �７７５―９６８３・�７７５―５６３３
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上尾駅

川
桶

宮
大→

→

鴨川

市民
体育館

今泉小

J
R
高崎線

児童館
こどもの城

大型ショッピング
センター

幼稚園
西上尾第一
団地

西小

保留地番号
⑦

保留地番号
⑧⑨

大谷北部第二
土地区画整理
組合事務所

保留地番号
①～⑥

十連寺

西中

藤波のささら獅子舞
市指定無形民俗文化財 児

童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

子
ど
も
支
援
課

�
７
７
５
―

５
１
２
０

�
７
７
４
―

５
３
４
２

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎

年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
６
月
１
日
時
点
の
状
況
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

整
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
直

接
ま
た
は
郵
送
で
子
ど
も
支
援
課（
〒
３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
子
ど
も

支
援
課
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
に
申
し

出
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
と
添
付

書
類
に
不
備
が
な
い
場
合
は
、
１０
月
定
期

支
給
後
に
支
払
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）

へ
の
切
り
替
え
が
遅
れ
た

専
業
主
婦
・
主
夫
の
皆
さ
ん
へ

保
険
年
金
課

�
７
７
５
―

５
１
３
７

�
７
７
５
―

９
８
２
７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６
５
２
―

３
３
９
９

国
民
年
金
制
度
は
原
則
と
し
て
、
２０
〜

６０
歳
の
全
て
の
人
が
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、会
社
員
や
公
務
員（
第

２
号
被
保
険
者
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者（
第
３
号
被
保
険
者
）は
、
保
険
料
を

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
配
偶
者
の
退
職
や
本
人
の
収

入
増
、
離
婚
な
ど
の
理
由
で
配
偶
者
の
扶

養
か
ら
外
れ
る
場
合
は
、
国
民
年
金
の
届

け
出
を
行
い
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届
け
出
が
２
年
以
上

遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る「
未
納
期

間
」に
つ
い
て
は
、
手
続
き
を
行
え
ば「
受

給
資
格
期
間
」に
算
入
で
き
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
大
宮
年
金
事

務
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「藤波のささら獅子舞」は、江戸時代から伝承されている
おう じ し なか じ し

民俗芸能です。男の獅子２匹（雄獅子・中獅子）・女の獅子
１匹と先導・道化役の猿若の４人一組で演じられる獅子舞で
す。クライマックスでは、隠れてしまった女の獅子を２匹

めえ じ し

の男の獅子が争いながら見つける「雌獅子隠し」が演じられ
ます。前夜祭にもお越しください。
�１０月６日㈰①１４時～②１５時～③１７時～④１９時３０分～（４回
上演、雨天決行） ※前夜祭は１０月５日㈯の１７時から天神社
で行われ、市指定無形民俗文化財「藤波の餅つき踊り」が披
露されます。 �①密厳院（藤波二
丁目）②～④天神社（藤波一丁目）
【交通】JR上尾駅西口から“ぐるっ
とくん”で「藤波公民館」バス停下
車 ※経由しない便がありますの
で注意してください。 ※車の人
は、カオル幼稚園が臨時駐車場と
なります。

価額（円）
１９，９６３，０９０
１６，８６１，５９０
１６，３３３，２８０
１７，１０９，９００
１８，３８７，８４０
１８，３７０，７６０
１８，５５３，９８０
１６，４２８，１６０
１７，３４６，２４０

単価（円／㎡）
１３１，０００
１２９，０００
１２４，０００
１３５，０００
１２２，０００
１２２，０００
１０９，０００
１３３，０００
１４４，０００

面積（㎡）
１５２．３９
１３０．７１
１３１．７２
１２６．７４
１５０．７２
１５０．５８
１７０．２２
１２３．５２
１２０．４６

№
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
※市ホームページにも詳細を掲載しています。
※詳しくは区画整理組合に問い合わせてください。

生涯学習課 �７７５―９４９６
�７７６―２２５０

昨年の藤波のささら獅子舞

【保留地公売一覧】

右表の保留地を抽選で
公売します。保留地公売
案内書は、大谷北部第二
土地区画整理組合事務所
と市街地整備課で配布し
ています。保留地は購入
後、直ちに使用できます。
詳しくは、問い合わせて
ください。【抽選申し込
み】９月２４日㈫～１０月３日
㈭１０～１６時 ※㈯㈰も受
け付けます。 �大谷北
部第二土地区画整理組合
事務所（今泉１９―１） �
個人 【抽選会】１０月６日
㈰１０時～

大谷北部第二土地区画整理組合
�７８１―８２１１・�７８１―８３７０

保留地公売
全９区画

藤波のささら獅子舞をチェック

返済方法（割賦）

３カ月ごとの
１７回

３カ月ごとの
１３回

３カ月ごとの
１７回

貸付額

２０万円

３０万円

５０万円

区分

国公立

私 立

国公立

私 立

高校・高専・
専修学校
（高等課程）

大学・短大・
専修学校
（専門課程）

※いずれも６カ月据え置き後に返済開始です（無利
子）。

【表１】

上限所得の目安

６００万円程度

７７０万円程度

５５０万円程度

７４０万円程度

世帯構成

両親と中学生（対象）の
３人世帯

両親と中学生（対象）、
小学生の４人世帯

両親と高校生（対象）の
３人世帯

両親と高校生（対象）、
中学生の４人世帯

対象

高校
入学

大学
入学

※世帯の所得状況などを審査し、予算の範囲内で貸し
付けます（所得は税法上の総所得金額）。

【表２】

入
学
準
備
金
の
貸
し
付
け

（
１０
月
申
請
）

教
育
総
務
課

�
７
７
５
―

９
４
６
９

�
７
７
６
―

２
２
５
０

高
校（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）や
高
等

専
門
学
校（
高
専
）、
専
修
学
校（
一
般
課

程
を
除
く
）、
大
学
、
短
大
に
入
学
す
る

人
の
保
護
者
に
入
学
準
備
金
を
貸
し
付
け

ま
す
。
※
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て

い
な
い
各
種
学
校
は
対
象
外
で
す
。
�

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
人
①
市

内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
市
税
を
完
納
し

て
い
る
②
来
年
度
に
高
校
や
高
専
、
専
修

学
校
、
大
学
、
短
大
へ
の
入
学
が
確
実
な

人
の
保
護
者
で
あ
る
③
入
学
準
備
金
の
調

達
が
困
難
で
あ
る
④
連
帯
保
証
人
が
い
る

【
貸
付
額
】表
１
の
と
お
り
【
世
帯
の
上

限
所
得
の
目
安
】表
２
の
と
お
り

�
申

請
書
と
推
薦
書（
教
育
総
務
課
に
あ
る
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
住
民
票（
申
請

者
の
世
帯
全
員
、
本
籍
と
続
柄
が
記
載
さ

れ
た
物〈
写
し
可
〉）と
、
連
帯
保
証
人
が

市
内
に
居
住
し
て
い
な
い
人
の
場
合
は
、

連
帯
保
証
人
の
収
入
状
況
を
証
す
る
書
類

（
所
得
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
）と
住

民
票（
個
人
、
本
籍
が
記
載
さ
れ
た
物〈
写

し
可
〉）を
用
意
し
て
、
１０
月
４
日
㈮
〜
２１

日
㈪（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）に
直
接
、
教
育
総

務
課
へ

※
予
算
の
範
囲
内
で
の
貸
し
付

け
と
な
り
ま
す
。
※
一
般
入
試
に
よ
る

入
学
を
予
定
し
て
い
る
学
生
の
保
護
者
に

対
し
て
は
、
１
月
に
申
請
期
間
を
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
１
月
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
の
援
助

学
務
課

�
７
７
５
―

９
６
０
４

�
７
７
５
―

５
６
３
３

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
子
ど
も

の
学
用
品
費
の
一
部
や
給
食
費
な
ど
を
援

助
し
て
い
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
年
度

途
中
で
転
入
し
た
人
や
、
世
帯
状
況
が
変

わ
り
、
援
助
が
必
要
に
な
っ
た
人
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
【
必
要
書
類
】保
護
者

名
義
の
振
込
口
座
の
分
か
る
物
、
賃
貸
住

宅
に
住
ん
で
い
る
場
合
は
賃
貸
借
契
約
書

の
写
し
、
平
成
３１
年
１
月
２
日
以
降
に
上

尾
市
に
転
入
し
た
保
護
者
は
平
成
３１
年
度

（
令
和
元
年
度
）所
得
証
明
書
な
ど

�
①

市
内
小
・
中
学
校
在
籍
者
の
保
護
者
／
申

請
書（
各
市
立
小
・
中
学
校
、
学
務
課
に

あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必

要
書
類
を
用
意
し
て
、
通
学
し
て
い
る

小
・
中
学
校
ま
た
は
学
務
課
へ

②
国
・

県
立
小
・
中
学
校
在
籍
者
の
保
護
者
／
申

請
書（
学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
用
意
し
て
、

㈪
〜
㈮（
㈷
を
除
く
）に
直
接
、
学
務
課
へ

令和２年４月に小学校へ入学予定の子どもを対象に、就学時健康診断
を行います。 �・�下表のとおり ※詳しくは、１０月上旬に郵送さ
れる「就学時健康診断のお知らせ」のはがきをご覧ください。【書類受
領】郵送されたはがきを持参して、１０月１１日㈮～１８日㈮（㈯㈰㈷を除く）
に、指定された小学校へ

実施日時
１３：００
１３：２０
１４：００
１３：１５
１３：３０
１３：３０
１３：１５
１３：１５
１３：２０
１３：１５
１３：３０

㈮
㈮
㈮
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮
㈬
㈮
㈮

１０／２５
１０／２５
１０／２５
１０／２８
１０／２９
１０／３０
１０／３１
１１／１
１１／６
１１／８
１１／８

学校名
大石小学校
富士見小学校
上尾小学校
原市小学校
東町小学校
瓦葺小学校
東小学校
大石北小学校
上平小学校
大谷小学校
芝川小学校

実施日時
１３：３０
１３：００
１３：１５
１３：３０
１３：００
１３：１０
１３：２０
１３：３０
１３：００
１３：００
１３：２０

㈪
㈬
㈮
㈪
㈫
㈭
㈪
㈪
㈬
㈭
㈮

１１／１１
１１／１３
１１／１５
１１／１８
１１／１９
１１／２１
１１／２５
１１／２５
１１／２７
１１／２８
１１／２９

学校名
上平北小学校
平方小学校
尾山台小学校
平方北小学校
今泉小学校
大石南小学校
鴨川小学校
中央小学校
原市南小学校
西小学校
平方東小学校

※健診開始前に受け付けを行います。受付時間は、書類受領時にお知らせします。

学校保健課 �７７５―９６８３・�７７５―５６３３
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ヘルプマーク

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
に
配
慮
を

障
害
福
祉
課

�
７
７
５
―

５
３
１
５

�
７
７
６
―

８
８
７
２

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し
て
い
る

人
、
内
部
障
害（
心
臓
機
能
障
害
、
肝
機

能
障
害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
な
ど
体
の
内

部
の
障
害
）や
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の

人
な
ど
、
外
見
か
ら
分
か
ら
な
く
て
も
援

助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
、
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
人
を
見
掛
け
た

ら
、
心
優
し
い
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
配
布
場
所
】障
害
福
祉
課
、高
齢
介
護
課
、

子
ど
も
支
援
課
、東
・
西
保
健
セ
ン
タ
ー
、

発
達
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー

「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」の
配
布

警
防
課

�
７
７
５
―

１
３
１
２

�
７
７
５
―

２
２
３
０

障
害
福
祉
課

�
７
７
５
―

５
１
２
２

�
７
７
６
―

８
８
７
２

高
齢
介
護
課

�
７
７
５
―

５
１
２
４

�
７
７
６
―

８
８
７
２

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
希
望
者

に「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」を
配
布
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
医
療
情
報
や

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
を
、

筒
状
の
容
器
に
入
れ
て
自
宅
の
冷
蔵
庫
で

保
管
し
、
万
が
一
の
災
害
や
病
気
な
ど
の

緊
急
時
に
備
え
る
物
で
す
。
配
布
は
１
世

帯
１
個
に
限
り
ま
す
。
※
家
族
が
複
数

人
の
場
合
は
、
全
員
分
の
医
療
情
報
シ
ー

ト
を
一
つ
の
容
器
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

�
市
内
に
在
住
の
６５
歳
以
上
ま
た
は
障
害

の
あ
る
人

①
６５
歳
以
上
の
人

�
自
動

車
運
転
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
の
本
人
確

認
が
で
き
る
物

�
警
防
課
・
高
齢
介
護

課

②
障
害
の
あ
る
人

�
障
害
者
手
帳

�
障
害
福
祉
課
【
①
②
共
通
】
�
必
要

書
類
を
用
意
し
て
直
接
、
各
消
防
署
・
分

署
、
障
害
福
祉
課
、
高
齢
介
護
課
、
各
支

所
・
出
張
所
へ

※
本
人
確
認
が
で
き
れ

ば
、
代
理
人
に
よ
る
申
請
も
可
能
で
す
。

市
さ
わ
や
か
相
談
室

相
談
員
を
募
集

教
育
セ
ン
タ
ー

�
７
７
６
―

７
６
０
０

�
７
７
６
―

７
６
０
４

【
勤
務
日
・
時
間
】週
５
日
・
１
日
５
時
間

４５
分
【
勤
務
場
所
】市
内
中
学
校

�
学

校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
子
ど
も
へ
の
声

掛
け
や
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
知

識
や
経
験
が
あ
る
人
【
報
酬
】月
額
１４
万

７
千
円（
平
成
３１
年
度
実
績
）
�
１１
人

【
任
用
期
間
】令
和
２
年
４
月
１
日
〜
令
和

３
年
３
月
３１
日

�
志
願
書（
教
育
セ
ン

上尾地区暴力排除推進協議会と上尾地方防犯協会では、
「上尾・桶川・伊奈暴力排除地域安全大会」を開催します。
同協議会と同協会は、上尾市、桶川市、伊奈町、上尾警

察署の各関係団体とともに、暴力のない安全・安心に生活
できる地域社会の実現を目指して活動しています。 �１０
月１９日㈯１３時３０分～１６時 �文化センター �①式典②ゴ
ルゴ松本さんの講演「出張！ゴルゴ塾 命の授業」 ※天災
や傷病などにより、内容を変更することがあります。 �
１，０５０人（先着順）

公開講座

【プロフィル】ごるご・まつもと
花園町（現深谷市）出身。１９９４年にレッド吉

ティーアイエム
田とお笑いコンビＴＩＭを結成し、バラエ
ティ番組を中心に活躍。２０１１年から少年院で
のボランティア講演「命の授業」をスタート。
その活動がテレビ・新聞などのメディアに取
り上げられ話題に。２０１４年法務省東京矯正管
区から表彰。２０１８年法務省矯正支援官に任命。

交通防犯課 �７７５―５１３８・�７７５―９９２７

暴力排除地域安全大会
上尾・桶川・伊奈

「助成金申請のコツ教えます」

【プロフィル】むらた・けいこ
越谷市在住。認定NPO法人・

埼玉県指定 NPO 法人さいたま
NPOセンター専務理事。障がい
者ボランティア、NGO活動、アー
スデイ実行委員を経て、２０００年
「さいたまNPOセンター」創設に
参加。

市民活動支援センター
�７７８―１８１０・�７７８―１８２０
�s５３５００@city.ageo.lg.jp

�９月２８日㈯１３時～１６時３０分 �プラザ２２ �
助成金の情報や申請までの準備・心構えを学ん
だ後、交流会でまちづくりを考える 【講師】村
田惠子さん（認定NPO法人・埼玉県指定NPO
法人さいたまNPOセンター専務理事） �市内
で市民活動や地域活動をしている人または関心
がある人 �５０人（先着順、１団体２人まで） �
住所、氏名、年齢、電話番号を９月２２日㈰まで（㈪
を除く）に直接か電話またはファクス、メール
で市民活動支援センターへ

防炎性能を
示すマーク

タ
ー
に
あ
る
）に
顔
写
真（
縦
４
×
横
３

㌢
）１
枚
を
貼
り
付
け
、
面
接
連
絡
用
は

が
き（
必
須
事
項
を
記
入
）と
一
緒
に
９
月

３０
日
㈪
ま
で（
必
着
）に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒
３６２
―

０
０
３
７
上
町

２
―

１４
―

１９
）へ

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理

埼
玉
県
環
境
検
査
研
究
協
会（
指
定
検
査
機
関
）

�
６
４
９
―

５
１
５
１

�
６
４
９
―

５
４
９
５

生
活
環
境
課

�
７
７
５
―

６
９
４
０

�
７
７
５
―

９
８
７
２

浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清

掃
）と
定
期
検
査（
法
定
検
査
）は
、
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
怠
る

と
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
、
悪
臭
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、浄
化
槽
を
廃
止
し
、速
や
か
に
下

水
道
本
管
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
守
点
検

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や

修
理
で
す
。
県
知
事
登
録
を
受
け
た
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど

の
引
き
出
し
や
調
整
、
機
器
類
の
洗
浄
な

ど
は
、
毎
年
１
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
が
許
可
し
た
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査

保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
行
う
浄
化
槽
の
機
能
診
断
で
す
。
指
定

検
査
機
関
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
や

ガ
ス
事
故
の
防
止

予
防
課

�
７
７
５
―

１
３
１
４

�
７
７
５
―

２
２
３
０

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
取
り

扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
、
不
完
全
燃

焼
な
ど
か
ら
起
こ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
な

ど
、
恐
ろ
し
い
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ガ
ス
機
器
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
火
災
や
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
機
器
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
ん
で
正
し
く
取
り
扱
う
／
機
器
を
取
り

扱
う
と
き
は
十
分
に
換
気
す
る
／
ガ
ス
漏

れ
時
は
元
栓
を
閉
め
、
換
気
扇
な
ど
の
ス

イ
ッ
チ
に
は
触
れ
ず
、
窓
を
開
け
て
空
気

を
入
れ
換
え
る
。
ま
た
、
直
ち
に
専
門
業

者
に
相
談
す
る
／
地
震
が
発
生
し
た
と
き

は
、
慌
て
ず
に
火
を
消
し
、
元
栓
を
閉
め

る
。
大
き
な
地
震
の
と
き
は
、
ま
ず
身
の

安
全
を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
に
対

処
す
る
／
で
き
る
限
り
安
全
装
置
付
き
の

ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る

防
炎
品
の
使
用
を

予
防
課

�
７
７
５
―

１
３
１
４

�
７
７
５
―

２
２
３
０

防
炎
品
と
は
、
繊
維
を
燃
え
に
く
く
加

工
し
た
物
で
す
。
た
ば
こ
や
ラ
イ
タ
ー
な

ど
の
小
さ
な
火
に
接
し
て
も
燃
え
広
が
り

に
く
く
、
火
を
離
せ
ば
自
然
に
消
火
す
る

機
能
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

パ
ジ
ャ
マ
、
自
転
車
カ
バ
ー
な
ど
、
市
販

さ
れ
て
い
る
物
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
取
り
替
え

る
際
に
は
防
炎
品
を
購
入
す
る
な
ど
、
火

災
に
な
り
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

一
定
の
防
炎
性
能
を
持
つ
製
品
に
は
、

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
す

る
際
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
騒
音
の
防
止

生
活
環
境
課

�
７
７
５
―

６
９
４
０

�
７
７
５
―

９
８
７
２

住
宅
の
密
集
化
な
ど
で
、
生
活
騒
音
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
は
近
隣
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
原
因
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
相
手
と

誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
一
人
一
人
が
普
段
か
ら
必
要
以
上
に
音

を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
、
音
響
機
器
や

楽
器
な
ど
は
、
必
要
以
上
に
音
を
出
さ
な

い
／
ド
ア
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
と
き

や
布
団
を
た
た
く
と
き
な
ど
は
近
隣
に
気

を
配
る
／
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
必
要
以
上

の
空
吹
か
し
を
止
め
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
を
心
掛
け
る
／
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
や
給
湯
器
は
設
置
場
所
に
注
意
す
る

／
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
に
住
む

人
は
、
共
同
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
上

下
左
右
の
部
屋
へ
の
騒
音
に
気
を
付
け
る

／
駐
車
場
で
の
話
し
声
や
ペ
ッ
ト
の
鳴
き

声
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
注
意
す
る

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
防
犯
課

�
７
７
５
―

５
１
３
８

�
７
７
５
―

９
９
２
７

９
月
２１
日
㈯
〜
３０
日
㈪
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
夕
暮
れ
時

や
夜
間
は
、
自
分
が
見
落
と
さ
れ
や
す
い

こ
と
を
意
識
し
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反

射
材
の
着
用
を
心
掛
け
、
１７
時
以
降
は
自

転
車
の
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

【
全
国
の
重
点
目
標
】子
ど
も
と
高
齢
者
の

安
全
な
通
行
の
確
保
／
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止
／
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
／

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
／
飲

酒
運
転
の
根
絶
【
県
の
重
点
目
標
】交
差

点
で
の
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
【
市

の
重
点
目
標
】自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
向

上
【
市
内
交
通
事
故
統
計
６
月
末
現
在
】

件
数
／
３４３
件
、
死
者
数
／
０
人
、
負
傷
者

数
／
４０３
人

12



防炎性能を
示すマーク

タ
ー
に
あ
る
）に
顔
写
真（
縦
４
×
横
３

㌢
）１
枚
を
貼
り
付
け
、
面
接
連
絡
用
は

が
き（
必
須
事
項
を
記
入
）と
一
緒
に
９
月

３０
日
㈪
ま
で（
必
着
）に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒
３６２
―

０
０
３
７
上
町

２
―

１４
―

１９
）へ

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理

埼
玉
県
環
境
検
査
研
究
協
会（
指
定
検
査
機
関
）

�
６
４
９
―

５
１
５
１

�
６
４
９
―

５
４
９
５

生
活
環
境
課

�
７
７
５
―

６
９
４
０

�
７
７
５
―

９
８
７
２

浄
化
槽
の
維
持
管
理（
保
守
点
検
・
清

掃
）と
定
期
検
査（
法
定
検
査
）は
、
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
怠
る

と
浄
化
槽
の
機
能
が
低
下
し
、
悪
臭
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区

域
で
は
、浄
化
槽
を
廃
止
し
、速
や
か
に
下

水
道
本
管
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
保
守
点
検

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や

修
理
で
す
。
県
知
事
登
録
を
受
け
た
業
者

に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど

の
引
き
出
し
や
調
整
、
機
器
類
の
洗
浄
な

ど
は
、
毎
年
１
回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
が
許
可
し
た
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査

保
守
点
検
や
清
掃
と
は
別

に
行
う
浄
化
槽
の
機
能
診
断
で
す
。
指
定

検
査
機
関
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
や

ガ
ス
事
故
の
防
止

予
防
課

�
７
７
５
―

１
３
１
４

�
７
７
５
―

２
２
３
０

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
取
り

扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
、
不
完
全
燃

焼
な
ど
か
ら
起
こ
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
な

ど
、
恐
ろ
し
い
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ガ
ス
機
器
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
火
災
や
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
機
器
の
取
扱
説
明
書
を
よ
く

読
ん
で
正
し
く
取
り
扱
う
／
機
器
を
取
り

扱
う
と
き
は
十
分
に
換
気
す
る
／
ガ
ス
漏

れ
時
は
元
栓
を
閉
め
、
換
気
扇
な
ど
の
ス

イ
ッ
チ
に
は
触
れ
ず
、
窓
を
開
け
て
空
気

を
入
れ
換
え
る
。
ま
た
、
直
ち
に
専
門
業

者
に
相
談
す
る
／
地
震
が
発
生
し
た
と
き

は
、
慌
て
ず
に
火
を
消
し
、
元
栓
を
閉
め

る
。
大
き
な
地
震
の
と
き
は
、
ま
ず
身
の

安
全
を
守
り
、
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
に
対

処
す
る
／
で
き
る
限
り
安
全
装
置
付
き
の

ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る

防
炎
品
の
使
用
を

予
防
課

�
７
７
５
―

１
３
１
４

�
７
７
５
―

２
２
３
０

防
炎
品
と
は
、
繊
維
を
燃
え
に
く
く
加

工
し
た
物
で
す
。
た
ば
こ
や
ラ
イ
タ
ー
な

ど
の
小
さ
な
火
に
接
し
て
も
燃
え
広
が
り

に
く
く
、
火
を
離
せ
ば
自
然
に
消
火
す
る

機
能
が
あ
り
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、

パ
ジ
ャ
マ
、
自
転
車
カ
バ
ー
な
ど
、
市
販

さ
れ
て
い
る
物
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
取
り
替
え

る
際
に
は
防
炎
品
を
購
入
す
る
な
ど
、
火

災
に
な
り
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

一
定
の
防
炎
性
能
を
持
つ
製
品
に
は
、

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
す

る
際
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
騒
音
の
防
止

生
活
環
境
課

�
７
７
５
―

６
９
４
０

�
７
７
５
―

９
８
７
２

住
宅
の
密
集
化
な
ど
で
、
生
活
騒
音
の

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
場

合
は
近
隣
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
が
原
因
で
す
。
困
っ
た
と
き
は
相
手
と

誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
一
人
一
人
が
普
段
か
ら
必
要
以
上
に
音

を
出
さ
な
い
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。
テ
レ
ビ
、
音
響
機
器
や

楽
器
な
ど
は
、
必
要
以
上
に
音
を
出
さ
な

い
／
ド
ア
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
閉
め
る
と
き

や
布
団
を
た
た
く
と
き
な
ど
は
近
隣
に
気

を
配
る
／
自
動
車
や
バ
イ
ク
の
必
要
以
上

の
空
吹
か
し
を
止
め
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
を
心
掛
け
る
／
エ
ア
コ
ン
の
室

外
機
や
給
湯
器
は
設
置
場
所
に
注
意
す
る

／
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
に
住
む

人
は
、
共
同
生
活
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
上

下
左
右
の
部
屋
へ
の
騒
音
に
気
を
付
け
る

／
駐
車
場
で
の
話
し
声
や
ペ
ッ
ト
の
鳴
き

声
が
近
隣
の
迷
惑
に
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
注
意
す
る

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
防
犯
課

�
７
７
５
―

５
１
３
８

�
７
７
５
―

９
９
２
７

９
月
２１
日
㈯
〜
３０
日
㈪
に
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
夕
暮
れ
時

や
夜
間
は
、
自
分
が
見
落
と
さ
れ
や
す
い

こ
と
を
意
識
し
、
明
る
い
色
の
服
装
や
反

射
材
の
着
用
を
心
掛
け
、
１７
時
以
降
は
自

転
車
の
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

【
全
国
の
重
点
目
標
】子
ど
も
と
高
齢
者
の

安
全
な
通
行
の
確
保
／
高
齢
運
転
者
の
交

通
事
故
防
止
／
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止
／

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
／
飲

酒
運
転
の
根
絶
【
県
の
重
点
目
標
】交
差

点
で
の
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
【
市

の
重
点
目
標
】自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
の
向

上
【
市
内
交
通
事
故
統
計
６
月
末
現
在
】

件
数
／
３４３
件
、
死
者
数
／
０
人
、
負
傷
者

数
／
４０３
人
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